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 いま憲法が危ない！
国防軍をつくりますか？

お子さんやお孫さんを、戦争に行かせますか？
日本国憲法 第9条

1　日本国民は、正義と秩序
を基調とする国際平和を誠実
に希求し、国権の発動たる戦
争と、武力による威嚇又は武
力の行使は、国際紛争を解決
する手段としては、永久にこ
れを放棄する。
2　前項の目的を達するた
め、陸海空軍その他の戦力
は、これを保持しない。国の
交戦権は、これを認めない。

自民党改憲草案 第９条の２(国防軍) 
1　我が国の平和と独立並びに国及び国
民の安全を確保するため、内閣総理大臣
を最高指揮官とする国防軍を保持する。 
2　…省略… 
3　国防軍は、第一項に規定する任務を
遂行するための活動のほか、法律の定め
るところにより、国際社会の平和と安全
を確保するために国際的に協調して行わ
れる活動及び公の秩序を維持し、又は国
民の生命若しくは自由を守るための活動
を行うことができる。 
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憲法を守る意見広告・
　　　　   請願署名をお願いするにあたって
《ご一緒にお考えいただきたいひとつのこと》

　 つまり、日本だけが厳しくしているわけではありません。憲法は国家
（権力）が国民の権利を侵害することのないようにその手を縛るもので
すから、その改正には一般の法律とはちがった厳しい要件を課している
のです。これが世界の近・現代立憲主義の常識です。
厳しすぎるというのは、この世界の常識を認めないか、為にする議論

と言わなければなりません。

　安倍内閣が、まず手を着けようとしている憲法第96条について考
えてみましょう。

憲法第96条 第1項
   この憲法の改正は、各議院の総議員の３分の２以上の賛成で、国
会が、これを発議し、国民に提案してその承認を経なければな
らない。この承認には、特別の国民投票又は国会の定める選挙
の際行はれる投票において、その過半数の賛成を必要とする。

安倍内閣はこの「3分の2以上の賛成」を「過半数の賛成」に変えよう
というのです。自民党と安倍首相はその理由として、「両院の3分の2以
上という要件は厳しすぎる」、「3分の1ちょっとの国会議員が反対すれ
ば、国民が指１本触れられないのはおかしい」といっています。本当にそ
うなのでしょうか。よその国を見てみましょう。

　　アメリカ合衆国…連邦議会の3分の2以上の賛成と4分の3以上の州議会の承認
　　フィリピン…議会の４分の３以上の賛成と国民投票
　　韓国…議会の３分の２以上の賛成と国民投票（過半数の投票で過半数の賛成）
　　ベラルーシ…議会の３分２以上の議決を２回と国民投票
　　イタリア…一定期間を置いて再度の議決。2回目は各院の3分の2以上の賛成
　　ドイツ…連邦議会の3分の2以上の賛成と連邦参議院の3分の2以上の賛成
　　フランス…各院の過半数の賛成と両院合同会議での5分の3以上の賛成



《ご一緒にお考えいただきたいもうひとつのこと》
　そもそも安倍内閣には、改憲を語る資格があるのでしょうか？
  第2次安倍内閣を生み出した昨年暮れの総選挙において、自民党は、政
権を失った前回(09年)の総選挙より219万票(比例区)、166万票(小選挙
区)それぞれ票を減らしているのです。その小選挙区選挙で自民党は、
2564万票(43.01％)の得票で237議席(79％)を獲得しています。「4割台
の得票で8割の議席」といわれる小選挙区制の弊害・非民主性が絵に描い
たように出ています。この選挙(小選挙区)では53.06％にあたる3730万票
が、議席に結びつかない死に票になっているのです。
　安倍内閣の基盤は虚構の多数そのものというべきではないでしょうか。
　 そして1票格差問題があります。昨年総選挙における1票格差問題(最大
2.43倍)についての訴訟では、そのすべてについて、「違憲」ないし「違
憲状態」との判決が出されました。うち２件についてはついに「選挙無
効」の判決が出ているのです。

憲法前文
   日本国民は、正当に選挙された国会における代表者を通じて行
動し、われらとわれらの子孫のために、諸国民との協和による
成果と、わが国全土にわたって自由のもたらす恵沢を確保し、
政府の行為によって再び戦争の惨禍が起ることのないやうにす
ることを決意し、ここに主権が国民に存することを宣言し、こ
の憲法を確定する。そもそも国政は、国民の厳粛な信託による
ものであって、その権威は国民に由来し、その権力は国民の代
表者がこれを行使し、その福利は国民がこれを享受する。これ
は人類普遍の原理であり、この憲法は、かかる原理に基くもの
である。われらは、これに反する一切の憲法、法令及び詔勅を
排除する。



憲法第14条 第1項
　  すべて国民は、法の下に平等で
あって、人種、信条、性別、社
会的身分又は門地により、政治
的、経済的又は社会的関係にお
いて、差別されない。

憲法第43条 第1項
   両議院は、全国民を代表
する選挙された議員でこ
れを組織する。

違憲・無効と判断された立法府に、改憲を発議する資格があるのかとい
う根源的な疑問がマスコミからも提起されていますが当然です。
憲法改正を論ずる前に、この格差を是正し、投票価値の平等と民意の反

映を実現する選挙制度の改革こそ先決ではないでしょうか。
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